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イギリスのプレイグループと
日本の地域子育て支援拠点事業

• 1994年エンゼルプラン以降、地域子育て支援センターが拡充

•現在、全国で7000ヵ所超が事業を展開

• （目的）

家庭や地域における子育て機能の低下や子育て中の親の孤

独感や不安感の増大等への対応

地域において子育て親子の交流等を促進する子育て支援拠点

の設置を推進する



厚生労働省（ ）「地域子育て支援拠点事業実施状況 平成 年度実施状況」



地域子育て支援拠点事業の事業内容

<基本事業>

ア子育て親子の交流の場の提供と交流の促進

イ子育て等に関する相談、援助の実施

ウ地域の子育て関連情報の提供

エ子育て及び子育て支援に関する講習等の実施（月１回以上）

※児童虐待など指定施設単独での対応が困難な相談は、
関係機関と連携を図り共通認識のもと適切な対応を図るこ
と。



質問１：深刻な事例への支援活動を
プレイグループで行うことの意義とは

•女性相談、虐待対応はそれぞれ地域子育て支援センターとの

「連携」は意図されているが、別の組織体が行っていることが多い。

• なぜ、イギリス（あるいは、メドウでは）プレイグループに深刻な事例
の支援活動を設けたのか。

その意義

実態から見える効果と課題



質問２：深刻な困難を抱えているものの、
支援が届いていない人をどうするか

• 日本の地域子育て支援拠点事業の中でしばしば聞かれる課題

「本当は、支援が必要だけれども、センターに来ない人に対してどう支援したらよいか」

→ 日本では、乳幼児全戸訪問事業（生後4か月）などで家庭訪問

地域の子育て支援に関する情報を提供（スタッフは幅広い）

支援が必要と判断された家庭については、適切なサービスに

つながるように（市町村が実施主体）

→ こぼれる家庭、家庭訪問後に課題が表出する場合も

→ より細かな支援のネットワークの必要性が指摘されている

・メドウでは、「届けなければならいと思われる家庭に、支援を届けること」について、

どのような取り組みを行っているのか。



質問３：メドウにおけるスタッフについて

•日本における地域子育て支援拠点事業のスタッフは、保育士が多い。

• 2010年の全国調査

スタッフの有する資格 保育士94.3％、幼稚園教諭 64.1％

社会福祉士1.1％、その他9.1％

→つまり「保育（特に集団保育）」の専門知識を基盤として

「社会資源をつなぐ」「創出する」などの専門性に課題がある

「当事者の主体性」「個別性」を尊重することに難しさ

一方、「子育て当事者」が必要性を感じて子育て支援の支援者と

なっていく場合もある。



質問３：メドウにおけるスタッフについて

• メドウにおいて

①子育て当事者 → → → 専門性を保持したスタッフへと変容

・どんな専門性（知識、技術、倫理）が必要とされてきたのか

・必要な専門性を得るための資格、受講した研修は何か

・それら必要と思われる専門性は、他のスタッフに広げられて

いるか（同じように資格取得や研修受講を勧めるのか、施設

内で伝達するのかなど）

➁もともと専門性を保持したスタッフの「専門性」とは何か。



質問４：メドウにおける具体的な連携について

•多様な専門性が一堂に会する中で、効果的な連携をとるために、どのよう
な取り組みを行っているのか。

・施設内では、どうやって「チーム」となり得ているのか

・施設以外の機関との連携を効果的にするために、それぞれ

がすべきこと


